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⊥一上
一

　
農
業
・
農
村
の
健
全
な
発
展
を
期
す

る
た
め
に
、
農
業
生
産
力
の
向
上
、
農

業
構
造
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
生

活
環
境
の
整
備
・
農
村
居
住
者
の
福
祉

の
向
上
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　
当
市
の
計
画
は
、
事
業
費
約
十
六
億

四
〇
〇
〇
万
円
・
お
お
む
ね
七
年
間
で

完
了
予
定
（
一
部
完
了
）

ほ
場
整
備
（
二
団
地
　
六
・
四
㎞
）

　
農
用
地
の
区
画
整
理
と
他
の
事
業
を完成予想図

　
一
体
的
に
行
う
。

農
業
用
用
排
水
（
十
九
路
線
　
七
六
六

三
m
）

　
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
を
行
う
。

農
道
整
備
（
十
一
路
線
五
、
四
二
一
m
）

　
農
道
・
農
道
橋
等
の
整
備
を
行
う
。

農
業
集
落
道
整
備
（
二
十
五
路
線
　
六
、

六
九
六
m
）

　
農
業
集
落
周
辺
に
お
け
る
農
道
を
補

　
完
し
、
主
と
し
て
農
業
機
械
の
運
行

　
等
の
農
業
生
産
活
動
お
よ
び
農
産
物

　
の
運
搬
に
供
す
る
農
業
集
落
道
の
整

　
備
を
行
う
．

農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
（
七
路
線
・

三
、
〇
三
八
m
）

　
農
業
用
用
排
水
の
水
質
保
全
、
機
能

　
維
持
を
図
る
た
め
に
雨
水
・
家
庭
排

　
水
等
を
排
除
す
る
排
水
路
の
整
備
を

　
行
う
．

用
地
整
備
（
五
ヵ
所
　
六
、
七
〇
〇
㎡
）

　
ほ
場
整
備
や
農
用
地
開
発
に
よ
り
換

　
地
の
手
法
に
よ
っ
て
稔
出
さ
れ
た
用

｝
　
私
た
ち
の
高
島
部
落
で
は
、
現
在
、

牽率
農
業
用
水
．
生
活
用
水
．
流
雪
溝
な
ど

率
の
生
命
水
を
鉢
沢
川
か
ら
取
水
し
て
い

＋
　
　
、
　
　
　
　
・

率
ま
す
が
　
用
水
路
が
土
水
路
（
総
延
長

＋
約
八
○
O
m
）
の
た
め
に
水
が
途
中
で

牽率
漏
れ
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
う
ま
く
水

十
が
き
て
く
れ
ま
せ
ん
。

牽率
　
地
元
で
は
、
春
、
秋
に
泥
を
上
げ
た

牽
　
、

率
り
　
水
路
の
修
復
で
大
変
手
間
が
か
か

牽
り
ま
し
た
．

率率
　
何
か
い
い
用
水
路
に
す
る
方
法
が
な

率
い
の
か
と
市
農
林
課
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

牽牽
い
た
だ
き
、
市
単
独
事
業
に
お
願
い
し

率
　
　
峯
．
一
概
、
・
　
ま
し
た
と
こ

卑
ヤ
　
　
　
　
、
．
譜
照
∵
・
　
　
ろ
、
農
村
総

！
よ
カ
つ
．
．
兜
合
整
備
妻

　
　
　
　
　
、

柳　　馨さん
　（高島2）

の
一
環
と
し
て
の
性
格
が
大
き
い
の
で

…
…
と
い
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
地
元
の
人
た
ち
と
数
回
に

渡
り
、
相
談
、
打
合
せ
を
重
ね
て
用
水

路
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
念
願
か
意
っ
て
今
で
は
、
地
域
の
人

た
ち
が
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
市
の
モ
デ
ル
事
業
実
施
第
一
号
（
五

九
年
十
二
月
完
了
）
が
行
わ
れ
感
謝
し

て
い
ま
す
。

審
，
チ
、
十
辛
牽
牽
垂
辛
÷
辛
辛
辛
辛
率
辛
辛
牽
辛
牽
÷
÷
辛
辛
辛
÷
畢
－
†
・
十
粛

　
地
等
で
　
こ
の
事
業
で
行
う
農
村
環

　
境
施
設
用
地
お
よ
び
農
業
近
代
化
施

　
設
用
地
な
ど
の
整
備
を
行
う
。

集
落
防
災
安
全
施
設
整
備
（
防
火
水
槽

　
二
基
）

　
農
業
集
落
の
防
災
安
全
の
た
め
の
防

火
水
槽
な
ど
の
整
備
を
行
う
。

農
村
公
園
施
設
整
備
（
三
ヵ
所
　
五
、

八
○
○
㎡
）

老
人
、
婦
人
、
児
童
を
含
む
農
村
居

住
者
の
健
康
増
進
と
い
こ
い
の
場
を

提
供
す
る
た
め
児
童
公
園
、
運
動
広

場
、
緑
地
等
を
用
い
た
公
園
施
設
整

備
を
行
う
．

完了した高島地内の用水路

2



“

　　　　　　　　　　’十日町市では、産業田園文

じ

2　新たなモデル事業を進めています・モデ

　　　ル事業は、新しい分野の事業など試験的に実

　施し、他の見本または模範として、普及効果をあ

げる意味があります。

園公村農

　
十
日
町
市
は
、
美
し
い
山
麓
に
囲
ま

れ
た
緑
多
い
ま
ち
で
す
が
、
市
街
地
中

心
部
は
緑
地
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
「
花
と
緑
」

そ
の
も
の
を
市
街
地
に
ふ
や
す
と
と
も

に
、
産
業
や
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
た

「
活
力
あ
る
場
づ
く
り
」
を
目
的
と
し

て
事
業
費
約
一
億
六
、
O
O
O
万
円
・

四
年
間
で
三
拠
点
実
施
す
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

クロス10前

　
地
場
産
業
で
あ
る
絹
織
物
と
関
連
づ

け
、
ク
ロ
ス
ー0
前
を
「
き
も
の
広
場
」

と
し
、
市
民
・
外
来
者
に
開
放
す
る
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
は
、
き
も
の
展
示
コ
ー
ナ

地
区
整

ー
や
民
芸
品
売
場
、
大
ホ
ー
ル
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
の
広
場
で
、
年
間
数
回
の

き
も
の
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
（
屋
外

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
・
花
と
緑
の
関
連

行
事
）
が
で
き
る
よ
う
に
施
設
整
備
を

図
り
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
で

き
る
空
間
づ
く
り
と
す
る
。

生
場

芝
広
博物館周辺

備
事
業
※

日
町
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
市
民
に
、

じ
か
に
触
れ
て
も
ら
う
。

　
ま
た
総
合
体
育
館
が
建
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
広
場
を
ア
プ
ロ
ー
チ
道

と
し
て
利
用
、
さ
ら
に
運
動
後
に
こ
こ

で
休
憩
で
き
る
よ
う
に
芝
生
を
主
体
と

し
た
広
場
と
す
る
。

博物館周辺

置
．
修
景
を
加
え
、
現
在
植
え
ら
れ
て

い
る
も
の
を
で
き
る
だ
け
生
か
し
な
が

ら
、
本
市
の
地
場
産
業
で
あ
る
織
物
に

関
す
る
植
物
（
染
料
と
な
る
植
物
な
ど
）

や
市
の
木
、
市
の
花
を
配
置
し
て
解
説

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
れ
る
人
に

そ
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

広
場
が
完
成
す
る
と
…

　　　　難＾蒙蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
．
．

歯
キ
辛
6
†
6
↑
†
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
辛
6
†
十
辛
辛
辛
辛
6
†
辛
辛
辛
辛
辛
÷
堵
辛
辛
－
†
－
τ
†
－
†
辛
辛
－
†
辛
辛
辛
、

図
緑
や
草
花
は
、
ま
ち
の
汚
れ
た
空
気

壌率
と
市
民
に
潤
い
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

才
ま
す
・

牽率
　
私
は
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

率
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、

牽
る
と
き
　
や
は
り
十
日
町
ら
し
）
個
性

榊　
あ
る
緑
化
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

率
す
．

→←→←→←榊十

ク
ロ
ス
ー
0
前
に
き
も
の
広
場
・
博
物

個
性
あ
る
　
館
周
辺
に
植

　
　
　
　
、
　
　
　
物
園
な
ど
が

　
　
潤
㌧
を

　
　
　
　
　
　
　
避
計
画
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
た
と
え

ば
、
ク
ロ
ス
ー
0
は
立
派
な
建
物
で
す
が

周
辺
に
美
観
や
着
物
姿
で
ぶ
ら
り
と
散

策
で
き
る
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
観
光
客
や
市
民
か
ら
喜
ん
で
も
ら
う

た
め
、
野
外
に
座
っ
た
り
、
気
軽
に
お

茶
を
飲
ん
だ
り
の
光
景
が
ぜ
ひ
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　
花
と
緑
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
市
街
地
に
緑
や
花
を
増
や

す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
一

南雲幸三さん
　（本町6－2）

人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
緑
を
増
や
そ
う
と
い
う
心
が
け
、
植

物
を
愛
す
る
心
が
け
を
持
つ
こ
と
で
す
。

限
ら
れ
た
土
地
を
有
効
に
生
か
し
、
す

ば
ら
し
い
広
場
の
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

と76ゴ『夢コ墜昭和60年9月10日3
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鵠づく哩めて

語る日力・ら9／2市

”　　　商業の活性化を考える座談会

　高速交通体系の進展などに伴って＼商業は＼開放商圏時代にある現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペサといえます。さらに個人消費の多様化・個性化や大型小売店の進出など

を背景として楽観視できない環境にあることは確かなことです。

　一方，北越北線開通にむけての駅周辺開発＼駐車場整備＼さっても商業

祭，共通商品券……などソフト・ハード両面における新しい対応も生じて

来ているところです。こうした新しい＼＼まちづくり、＼に視点をおいた商店

街づくりをテーマに実施された座談会です。主な内容をお知らせします。

大
型
駐
車
場
と

　
大
型
店
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
佐
藤
栄
作
さ
ん

　
都
市
機
能
と
し
て
の
商
業
の
問
題

の
第
一
は
、
駐
車
場
の
こ
と
。
駅
通

り
、
本
町
三
の
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
も

具
体
化
し
て
来
た
が
今
後
と
も
行
政

の
援
助
を
。
第
二
は
大
型
店
問
題
で

人
口
減
少
の
背
景
も
あ
り
暗
い
か
げ

が
あ
る
。
今
後
は
地
元
商
店
街
が
ど

う
反
ぱ
つ
し
て
ゆ
く
の
か
、
出
店
商

業
と
ど
う
く
い
止
め
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
行
政
か
ら
も
こ
の
問
題

に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
各
商
店
街
振
興
組
合

　
連
合
会
の
現
状
と
問
題
点

　
　
　
　
　
蕪
木
謙
蔵
さ
ん

　
組
合
と
し
て
現
在
①
本
町
六
丁
目

拡
幅
の
一
部
し
の
こ
し
が
あ
る
②
駐

車
場
の
早
期
着
工
と
新
発
田
市
方
式

の
管
理
方
法
を
（
一
括
管
理
方
式
）

③
中
心
街
に
緑
の
空
間
・
ゾ
ー
ン
を

④
ア
ー
ケ
ー
ド
の
融
雪
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
⑤
高
田
町
一
丁
目
の
コ
モ
通

り
の
今
後
　
　
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
地
元
だ
け
で
は
困
難
な
も

の
も
あ
る
の
で
、
ご
協
力
を
。

　
若
者
の
定
着
そ
し
て

　
　
　
商
業
活
性
化
を

　
　
　
岩
崎
広
夫
さ
ん

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
⊥
一
軒
を
一

軒
に
絞
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ

と
駐
車
場
の
完
備
を
早
急
に
。
そ

れ
ぞ
れ
の
商
店
が
小
さ
い
な
が
ら

そ
れ
な
り
に
努
力
は
し
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
若
者
か
ら
定
着
す
る
よ

う
な
ま
ち
と
し
イ
、
活
性
化
を
図
っ
て

ゆ
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
。

　
大
型
店
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
村
山
幸
夫
さ
ん

　
極
端
に
多
い
出
店
は
好
ま
し
く
な

い
。
前
向
き
な
市
政
の
転
換
を
望
む

と
こ
ろ
。
さ
ら
に
商
業
に
つ
い
て
話

し
合
う
場
が
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
発
展
策
が
必
要
な
こ
と
で
、
そ

の
企
画
立
案
す
る
機
関
・
組
織
が
重

要
と
な
っ
て
く
る
。

周
遊
で
き
な
い

　
　
十
日
町
の
商
店
街

　
　
　
　
　
小
川
公
吉
さ
ん

　
十
日
町
の
商
店
街
は
、
周
遊
で
き

な
い
の
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
例

え
ば
渋
川
市
の
よ
う
に
裏
通
り
の
活

用
す
る
方
法
は
ど
う
か
。
ま
た
、
十

日
町
を
代
表
す
る
食
べ
も
の
を
創
り

出
す
こ
と
も
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　
共
同
店
舗
設
置
な
ど

　
　
　
　
　
丸
山
尚
政
さ
ん

商
店
づ
く
り
で
な
く
商
店
街
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
「
防
雪
街
区
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
」

諸
里

　
市
長

　
消
費
者
は
、
も
の
を
買
う
こ
と
よ

り
、
新
し
い
生
活
の
場
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
（
高
齢
化
・

　
核
家
族
、
婦
人
の
職
場
進
出
、
車
）

　
　
の
変
化
に
対
応
し
た
商
店
街
づ

　
　
　
く
り
を
本
気
で
考
え
る
と
き
。

　
　
　
　
　
消
費
者
が
満
足
で
き
る

　
国
道
改
良
を
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
と
ら
え
、
核
店
舗
（
共
同
店

舗
）
の
設
置
検
討
を
。
利
害
関
係
も

あ
っ
て
具
体
的
な
形
に
は
な
っ
て
い

な
い
が
…
…
。
地
域
活
性
化
全
体
の

問
題
と
し
て
人
口
の
流
出
防
止
、
流

入
促
進
が
課
題
で
あ
り
、
協
立
ハ
イ

パ
ー
ツ
、
当
間
高
原
開
発
、
温
水
プ

ー
ル
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
は
対

応
す
る
も
の
は
多
い
が
、
で
き
る
限

ゾ
ー
ン
を
つ
く
る
こ
と
と
併
せ
て
雪

を
克
服
す
る
「
防
雪
街
区
モ
デ
ル
シ

ヨ
ツ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
」
と
い
う
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
生
活
空
間
を

実
現
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
こ
れ
は
、
全
国
雪
国
の
全
商

店
街
の
モ
デ
ル
と
な
り
、
人

の
流
入
も
期
待
で
き
活
性

化
に
必
ず
つ
な
が
る

も
の
。

り
、
地
域
振
興
の
推
進
役
と
な
っ
て

ゆ
き
た
い
。

　
新
し
い
ア
イ
デ
ア
で

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
馬
場
文
平
さ
ん
（
傍
聴
者
）

　
マ
ン
ネ
リ
化
は
ダ
メ
。
新
し
い
ア

イ
デ
ア
（
例
え
ば
、
中
心
街
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
や
北
越
北
線
と
立
正
佼

成
会
）
で
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
。

㊥㊧㊧㊨⑱
・十日町商工会議所専務………佐藤　栄作
・十日町商工会議所商業部会長
　　　　　　　　　　・・岩崎広夫
・十日町商工会議所商業副部会長
　　　　　　　　　　一村山幸夫
・十日町商工会議所商業部会経営近代化副委員長

　　　　　　　　　　…・保坂　幸男
・本町1丁目商店街振興組合理事長㈹
　　　　　　　　　　…・関屋　吉次
・本町2丁目商店街振興組合理事長
　　　　　　　　　　…・蕪木　勝次
・本町3丁目商店街振興組合理事長㈹
　　　　　　　　　　・・杉本　　武
・本町4丁目商店街振興組合理事長
　　　　　　　　　　・・高野　　清
・本町5～6丁目商店街振興組合理事長
　　　　　　　　　　一西野　武治
・高田町1丁目商店街振興組合理事長
　　　　　　　　　　・・樋口　　清
・駅通り商店街振興組合理事長
　　　　　　　　　　・・蕪木謙蔵
・飲食店連合組合長……………小月1公吉
・水沢商工会長・………………・り丸山　尚政

・吉田商工振興会長㈹…………斉木　政栄
・中条商工振興会長㈹…………田村　敏夫
・川治商工振興会長……………村山　辰平
・下条商工振興会長㈹…………長谷川辰一

〈市側＞……・市長　　・助役
　　　　　・総務部長　・経済部長
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結
核
は

こ
わ
い
伝
染
病

　
昭
和
二
十
五
年
ま
で
日
本
の
死
亡

順
位
の
第
一
位
を
占
め
て
い
ゆ

た
結
核
も
、
医
学
の
進
歩
像
日

生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
死
柚
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

亡
者
・
登
録
患
者
と
も
著
し
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
御

　
新
潟
県
内
で
も
減
少
し
て
廟

い
る
も
の
の
、
五
十
九
年
を
ゆ

み
る
と
、
今
な
お
登
録
患
者
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

が
五
千
六
十
七
人
。
ま
た
新
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

た
に
患
者
と
な
っ
た
人
が
九
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

百
二
十
二
人
、
十
日
町
市
に
蜘

も
二
十
一
人
い
ま
す
。

　
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、

わ
が
国
最
大
の
伝
染
病
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

防週間9ヨ

気
が
つ
い
た
と
き
は

　
　
　
　
　
長
期
入
院

　
結
核
患
者
は
四
十
歳
以
上
の
中
高

年
齢
層
に
多
く
、
ま
た
三
・
四
年
と

　
　
　
を
　
　
〃

じ
〃
賛

め
ド
　
月

た
問
“
“

の
入
期
鉱

康
晒
桑

　
　
健
ノ

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

　
　
ノ

総
合
健

康
診
断
事
業
（
一
日
人
間
ド
ッ
ク
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

七
・
八
月
の
前
期
に
約
百
八
十
人
が

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
に
発
病
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
発
病
初
期
に
お
い
て
は
自
覚
症
状

が
な
く
、
そ
の
た
め
治
療
の
時
期
を

　
　
ゆ
失
い
が
ち
で
す
。
長
引
く
せ

日
掌
や
分
な
ど
の
症
状
が
で

30

学
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
き
は
・

～
f
症
で
脅
排
菌
し
て
い
る

　
　
ゆ

　
　
創
た
め
に
家
族
な
ど
へ
の
感
染

　
　
廟
の
お
そ
れ
が
多
く
、
長
期
入

　
　
障
院
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
　
φ

　
　
◆

　
　
φ
年
一
回
は

　
　
▲
▼

　
　
ゆ
必
ず
レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
結
核
予
防
法
で
「
十
六
歳
以

　
　
　
上
の
人
は
、
毎
年
一
回
、
結
核

　
　
　
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
」

　
　
　
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
学
校
や
職
場
等
で
結
核
健

　
　
、
康
診
断
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接

撮
影
）
を
受
け
る
人
以
外
は
、
市
で

行
う
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
自
身
、
そ

し
て
家
族
の
た
め
に
も
。

受
診
し
ま
し
た
。

　
糖
尿
病
・
脳
卒
中
・
が
ん
な
ど
、

お
そ
ろ
し
い
成
人
病
に
つ
な
が
る
異

常
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立

つ
の
が
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

　
後
期
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
希
望
者
は
市
・
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
暦
五
七
－
三
一
一
一
㊥
五
〇

四
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
（
つ
ぎ
の
各
項
目
に
該
当

　
す
る
人
）

　
①
昭
和
六
十
年
度
中
に
満
四
十
歳

．
霧
辮
編
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取

　
先
般
、
嘱
託
員
の
皆
さ
ん
の
お
手
欺

を
わ
ず
ら
わ
し
、
十
日
町
市
身
体
障
鼠

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
基
金
に
ご
協
力
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
欺

を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
　
多
く
鼠

の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
あ
た
た
か
い
激

善
意
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
四
垂
墜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

万
八
、
一
五
三
円
の
募
金
総
額
に
達
欺
を
開
け
て
い
る
。

し
ま
し
た
。

　
身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
す
で

に
基
礎
工
事
に
着
手
し
、
本
年
十
二

月
の
完
成
に
向
け
着
々
と
進
行
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、

寂
炎
聚
聚
聚
焚
蚤
聚
焚
焚
聚
焚
焚
聚
焚
聚
焚
楚
焚
聚
焚
焚
焚
焚
焚
焚
焚
焚
聚
焚
楚
焚
焚
焚
聚
楚
楚
焚
聚
憲

欺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄

閥
口
回
・

m
巴
圃
・

田田

團シリーズ

松
代
駅
の
す
ぐ
西
に
は
、
全
長
九
、

一
七
m
の
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
が
口

欺
　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
北
越
北
線
工
事

聯
の
最
大
の
難
所
で
、
昭
和
五
＋
三
年

廠
八
月
に
二
、
四
〇
〇
m
地
点
ま
で
竣

廠
工
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
先
の
地
質
が

欺
　
　
、

欺
わ
る
く
　
遅
々
と
し
て
い
る
。
掘
っ

慰
て
も
掘
っ
て
も
両
側
か
ら
粘
っ
こ
い

身
障
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
基
金
欺
砂
岩
が
押
し
出
し
て
き
て
、
支
柱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
蝋

と
し
て
有
効
活
用
を
行
い
　
心
身
障
欺
鉄
骨
と
鉄
板
を
ね
じ
曲
げ
、
切
羽
を

害
児
・
者
の
福
祉
に
役
立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
〈
社
会
福
祉
法
人

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
〉

　
（
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
～
二
十

　
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
、
満
四

　
十
五
歳
（
十
五
年
四
月
二
日
～
十

　
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
、
満
五

　
十
歳
（
十
年
四
月
二
日
～
十
一
年

　
四
月
一
日
生
ま
れ
）
に
達
す
る
人
。

　
②
国
保
加
入
後
一
年
以
上
経
過
し
、

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

◎
実
施
期
間
　
十
・
十
一
月
中

◎
申
込
期
限
　
九
月
二
十
五
日
厳
守

※
印
鑑
、
保
険
証
を
持
参
の
う
え
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

欺
埋
め
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
。
ロ
ッ

欺
ク
ボ
ル
ト
と
い
う
長
さ
四
m
も
の
鉄

激
　
は
－

欺
棒
を
鍼
の
よ
う
に
何
本
も
岩
盤
に
打

鼠
ち
込
ん
で
は
ボ
ル
ト
で
支
柱
に
固
定

欺
し
、
押
し
出
す
力
が
弱
ま
る
の
を
待

欺
　
　
　
　
　
、

欺
っ
て
掘
り
進
む
の
で
　
二
年
半
に
四

欺
○
O
m
し
か
は
か
ど
っ
て
い
な
い
。

欺　
．
そ
の
難
工
事
の
現
場
を
見
た
い
と

欺欺
い
う
と
、
若
い
高
野
彬
所
長
は
、
こ

欺
こ
ろ
よ
く
ト
ロ
ッ
コ
を
出
し
て
く
れ

欺
　
。
　
ノ
　
、
　
　
、

残
ト
ロ
、
コ
と
し
っ
て
も
蓄
電

欺
池
式
の
機
関
車
が
後
押
し
す
る
立
派

欺
な
も
の
で
あ
る
・

激欺
　
き
の
う
か
ら
行
を
共
に
し
て
く
れ

欺
て
い
る
東
京
支
社
の
係
長
も
高
野
さ

欺
ん
な
ら
松
代
建
設
所
長
も
高
野
さ
ん

欺廠
で
粉
ら
わ
し
い
が
、
二
人
の
山
口
同
野
さ

白
き
湖
底
の
町
に
て

旅
行
作
家

ん
と
私
と
を
乗
せ
た
ト
ロ
ッ
コ
は
鍋

立
山
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
て
行
っ
た
。

時
速
八
㎞
と
い
う
鈍
速
で
あ
り
、
レ

ー
ル
の
継
目
ご
と
に
ゴ
ツ
ン
、
ゴ
ツ

ン
と
い
う
衝
撃
が
脳
天
ま
で
伝
わ
っ

て
く
る
か
ら
快
適
と
は
言
え
な
い
が
、

北
越
北
線
の
試
運
転
列
車
に
乗
っ
て

い
る
よ
う
な
気
分
が
し
な
い
で
も
な

い
。　

十
五
分
ば
か
り
走
っ
て
切
羽
に
着

く
。
な
る
ほ
ど
、
鉄
骨
の
支
柱
が
内

側
に
歪
ん
で
い
る
。
ガ
サ
ッ
と
泥
岩

が
欠
け
落
ち
て
、
足
も
と
に
こ
ろ
が

っ
て
く
る
。
山
が
動
い
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
気
持
の
い
い
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
高
野
所
長
は
ト
ン
カ
．

チ
で
岩
盤
を
叩
い
た
り
、
鉄
骨
を
手

で
撫
で
た
り
し
て
か
ら
、

「
こ
の
あ
た
り
は
、
も
う
だ
い
ぶ
落

着
い
て
き
ま
し
た
よ
」

　
と
言
っ
た
。

　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
か
ら
戻
る
と
、

寮
の
食
堂
に
一
同
が
会
し
て
夕
食
と

な
る
。

　
松
代
建
設
所
の
人
た
ち
は
、
所
長

の
高
野
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
み

ん
な
若
く
、
そ
れ
が
十
人
も
集
ま
っ

て
ヤ
カ
ン
の
酒
を
酌
み
交
し
た
か
ら

賑
や
か
な
こ
と
に
な
っ
た
。

　
や
や
あ
っ
て
、
高
野
さ
ん
が
「
で

は
、
こ
れ
か
ら
松
之
山
に
参
り
ま
し

宮
脇
俊
三

タ
ク
シ
ー
孟
ね
て
松
之
山
へ
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

っ
た
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
照
ち
し
出
欺

さ
れ
る
の
は
、
吹
き
つ
の
る
粉
雪
と
欺

白
い
壁
ば
か
り
で
あ
る
・
雪
の
壁
は
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

こ
れ
ま
で
に
見
た
ど
れ
よ
り
も
高
く
、
欺

六
、
七
m
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

わ
れ
た
。
こ
れ
は
除
雪
車
が
雪
の
諾

の
両
側
に
吹
き
上
げ
る
か
ら
で
、
実
取

際
の
積
雪
は
五
m
ぐ
ら
い
だ
そ
う
だ
欺

ご
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

力
　
と
に
か
く
白
く
深
く
狭
い
崖
の
欺

間
ば
か
り
を
車
は
走
っ
た
。
　
　
　
欺

　
松
之
山
の
湯
は
熱
か
っ
た
。
酒
を
欺

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
欺

飲
ん
で
い
た
の
で
　
私
は
頸
筋
に
何
欺

杯
も
湯
を
か
け
て
か
ら
浴
槽
に
入
っ
取

た
・
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
湯
か
ら
上
っ
て
、
ま
た
酒
を
飲
ん
欺

だ
。
鯉
の
あ
ら
い
が
膳
に
上
り
、
こ
欺

れ
が
う
ま
か
っ
た
・
脅
た
め
て
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

を
言
う
と
、
　
　
　
　
　
欺

「
い
い
え
、
松
代
に
い
ま
す
と
、
こ
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

こ
へ
風
呂
に
入
り
に
来
る
金
り
い
疑

か
楽
し
み
が
な
い
の
で
す
。
今
年
は
欺

雪
落
と
し
ば
か
り
や
ら
さ
れ
て
ま
し
欺

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

て
　
松
之
山
に
来
た
の
は
今
年
に
な
欺

よ
う
」
と
言
う
。
　
一
同
も
和
し
た
。

っ
て
は
じ
め
て
で
す
」

　
と
高
野
さ
ん
は
言
っ
た
。

（
小
説
新
潮
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

一
年
・
春
季
号
よ
り
）

博く鴻《鴻《鴻《博《博o叙

　　　九
　　　八
鴻《》蟹》鰯《欺鴻《鴻《》叙

餐
聚
焚
焚
聚
焚
聚
焚
焚
焚
聚
焚
聚
焚
聚
焚
焚
焚
聚
聚
聚
聚
聚
炎
聚
聚
聚
聚
聚
焚
焚
焚
焚
聚
聚
炎
焚
焚
聚
滋
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今
回
調
査
の
注
目
点

O
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
が
到
来
す

る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
高
齢
者
の
就

業
状
況
、
地
域
分
布
、
居
住
状
況
な

ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

⇔
人
口
移
動
の
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
ま
す
。

口
産
業
構
造
、
職
業
構
造
が
変
化
し

つ
つ
あ
り
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。

四
通
勤
・
通
学
の
状
況
、
世
帯
の
居

・
住
状
況
な
ど
、
生
活
に
密
着
し
た
問

題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

臼り

国
勢
調
査
は
、
世
界
の
一
九
〇
を

超
え
る
国
・
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
の
国
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
わ
、
日
本
の
姿
が
よ
り
明
ら
か
に

な
り
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
は
…

　
住
民
登
録
の
届
け
出
に
関
係
な
く
、

十
月
一
日
現
在
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
人
（
ま
た
は
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い

る
と
み
な
さ
れ
る
人
）
全
て
を
、
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
世
帯
ご

　
　
も
う
す
ぐ
で
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
き
た
る
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
調
査
は
、
国
の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、
そ
の
結
果
は
今
後
の
行
政
施

　
　
　
　
　
　
策
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
調
査
し
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
人
は
入
院
先
、
三
ヵ
月
に
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
よ

　
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
」
　
ー

①
十
月
一
日
現
在
、
す
で
に
三
ヵ
月

以
上
住
ん
で
い
る
人
。

②
最
近
移
っ
て
き
て
、
ま
だ
三
ヵ
月

に
な
ら
な
い
が
、
十
月
一
日
の
前
後

を
通
じ
て
三
ヵ
月
以
上
住
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
人
。

③
旅
行
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
、
不
在
期

間
が
三
ヵ
月
未
満
の
人
。
　
（
三
ヵ
月

を
越
え
る
場
合
は
、
旅
行
先
や
出
稼

ぎ
先
で
調
査
し
ま
す
）

■
学
生
寮
・
下
宿
屋
な
ど
か
ら
通
学

し
て
い
る
学
生
・
生
徒
は
…
…
そ
の

学
生
寮
・
下
宿
屋
で
調
査
し
ま
す
。

■
病
院
・
療
養
所
な
ど
の
入
院
患
者

は
…
…
三
ヵ
月
以
上
入
院
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

人
は
自
宅
で
調
査
し
ま
す
。

■
土
・
日
に
帰
宅
す
る
単
身
赴
任
者

（
土
帰
月
来
者
）
…
…
寝
泊
り
す
る
日

数
の
多
い
赴
任
先
で
調
査
し
ま
す
。

　
調
査
票
は
マ
ー
グ
シ
ー
ト
方
式

　
調
査
票
は
、
集
計
期
間
の
短
縮
を

図
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
の
調
査
か

ら
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
調
査
票
を
光
学
式
読
取
装

置
（
O
M
R
）
で
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
戦
前
の
調
査
票
は
、
縦
書
き
で

「
墨
」
で
記
入
し
て
い
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、
調
査
票
も
横
書
き
と
な

り
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
筆
記
具
も

「
青
ま
た
は
黒
の
イ
ン
ク
」
と
な
り

ま
し
た
。

　
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
た
昭

和
四
十
年
か
ら
は
、
必
ず
「
黒
鉛
筆
」

で
記
入
し
、
イ
ン
ク
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

は
絶
対
に
使
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
で
読
み
取

る
た
め
、
調
査
票
を
折
っ
た
り
、
汚

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
持
を

　
こ
こ
二
～
三
年
の
間
に
、

計
、
工
業
統
計
、
商
業
統
計
な
ど
の

調
査
員
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
勢

ゼ
調
査
の
調
査
員
は
初
め
て
で
す
。

　
全
世
帯
を
調
査
す
る
と
い
う
、
五

年
に
一
度
の
重
要
な
調
査
な
の
で
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
町
内
の
皆
さ
ん

と
は
顔
な
じ
み
な
の
で
安
心
も
し
て

　
　
　
　
　
　
　
市
で
は
、
今
回
実

す

尋
　
　
・

騨
、

”
…
、腰

　
ん

　
さ

町
代

順
文

」
淋

　
4

住
宅
統

施
さ
れ
る
国
勢
調
査

十
日
町
市
予
想
人
口

を
、
つ
ぎ
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

囹
応
募
資
格
　
市
内

に
居
住
す
る
人
。

囹
応
募
方
法
　
官
製

ハ
ガ
キ
に
、
つ
ぎ
の

要
領
で
記
入
。
応
募

点
数
は
一
人
一
点
。

あ
て
先
　
十
日
町
市

千
歳
町
三
－
三
　
十

日
町
市
役
所
　
国
勢

調
査
実
施
本
部

①予想人口

②住　　所

③氏　　名

④性　　別

⑤年　　齢

⑥職業または学校名

　　　と学年
⑦自宅電話番号

（裏面）

い
ま
す
。

　
最
近
は
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
に
あ
た
っ
て
は
秘
密
の
保
持
に

十
分
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

誠
意
を
モ
ッ
ト
ー
に

　北　原
池田一雄さん

　
調
査
員
に
な
っ
て
、
今
回
で
八
回

囹
締
め
切
り
　
昭
和
六
十
年
十
月
一

日
（
当
日
消
印
有
効
）

囹
賞
品
　
一
等
賞
…
六
、
○
○
○
円

相
当
の
記
念
品
（
一
人
）
　
二
等
賞

…
四
、
O
O
O
円
相
当
（
二
人
）

三
等
賞
…
二
、
○
○
○
円
相
当
（
三

人
）※

参
考
　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
人

口
…
五
〇
、
二
一
一
人
　
昭
和
五
十

五
年
国
勢
調
査
人
口
…
四
九
、
五
五

五
人
　
昭
和
五
十
九
年
推
計
人
口
…

四
八
、
一
七
四
人
　
昭
和
六
十
年
九

月
一
日
推
計
人
口
…
四
七
、
八
三
八
人

　
　
　
藤
毒
響
葦
響
㎜
馨
集

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
人
。

●
応
募
方
法
　
ω
官
製
ハ
ガ
キ
を
用

い
一
枚
に
一
点
の
み
。
た
だ
し
、
応

募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
。

ω
ハ
ガ
キ
に
「
国
勢
調
査
の
新
潟
県

目
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

　
今
ほ
ど
農
業
が
機
械
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
頃
は
、
十
月
一
日
前
後
は

稲
刈
り
の
真
最
中
で
し
た
。
調
査
票

の
配
布
や
回
収
も
思
う
よ
う
に
進
ま

ず
、
夜
遅
く
ま
で
家
を
回
っ
た
り
、

農
作
業
が
休
み
に
な
る
雨
の
日
に
ま

と
め
て
回
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

　
初
め
て
調
査
員
に
な
っ
て
、
大
切

な
調
査
票
を
役
場
に
提
出
し
た
後
の

ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
”
誠
意
を
持
っ
て
”
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
い
ま
す
が
、
調
査
に
協
力
し

て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
で
す
。

人
口
予
想
」
と
記
入
。

⑥
数
字
は
算
用
数
字
で
は
っ
き
り
と
。

ゆ
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職

業
（
在
学
中
の
人
は
、
学
校
名
と
学

年
）
を
明
記
。

●
あ
て
先
　
〒
九
五
〇
新
潟
市
新
光

町
四
番
地
一
、
新
潟
県
企
画
調
整
部

統
計
課
内
、
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査

新
潟
県
実
施
本
部

●
締
め
切
り
　
昭
和
六
十
年
十
月
一

日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
賞
金
お
よ
び
賞
品
　
特
賞
…
五
万

円
（
一
人
…
的
中
者
の
み
）
　
一
等

賞
…
三
万
円
（
一
人
）
　
二
等
賞
…

一
万
円
（
二
人
）
　
残
念
賞
…
記
△
．
心

品
（
三
〇
人
）

※
参
考
　
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
人

口
…
二
、
三
九
一
、
九
三
八
人
昭

和
五
十
五
年
国
勢
調
査
人
口
…
二
、

四
五
一
、
三
五
七
人
　
昭
和
五
十
九

年
新
潟
県
推
計
人
口
…
二
、
四
七
〇
、

一
五
〇
人
。
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9月15日～21日
老人福祉週間

欄o

　
市
内
に
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
が

六
千
三
百
六
十
六
人
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
人
口
の
一
三
・
二
％
に
あ
た

り
、
全
国
平
均
よ
り
十
年
ほ
ど
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

市
で
は
現
在
、
高
齢
化
社
会
に
お

け
る
総
合
福
祉
対
策
を
検
討
し
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
ま
す
ρ
こ

の
計
画
は
、
お
年
寄
り
自
身
の
努
力

や
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
協
力
な
し

に
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

老
人
週
間
を
機
会
に
、
　
「
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
十
日
町
」
を
築
く
た
め
、

お
互
い
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え

合
い
ま
し
ょ
う
。

（騰粘碗在）
　　　　　　　　　　　　　　⑳　　　　　　　　　　　轡　　　　　　　㊨　　　愚⑲

戴 螺』『

羽鳥民蔵（田中町本通り）101歳横綱 岡田　ツ　ガ（中　　町）100歳

玉田徳治（四日町3）100歳 大関 田村キ　ミ（漉　　　野）99歳

徳永吉太郎（川治内後）98歳 関脇 井川由太郎（下条本町）98歳
山田サ　タ（水　　口）97歳 小結 大島サダ（西寺町〉97歳
市村　ト　ヨ（伊達　4）97歳 前頭1 根津　ミ　ヤ（田中町本通り）96歳

吉澤ヤ　ス（北鐙坂3）96歳 〃　2 水落ム　メ（中条菅沼）96歳
関　ロ　ヨ　キ（千　歳　町）95歳 〃　3 高野席太郎（北新田1）95歳
高野モ　ト（水　沢　1）95歳 〃4 星名　フ　ミ（中　　町）95歳
佐野カ　ツ（関口樋口町）95歳 〃　5 丸山茂雄（春日町2）95歳
村山　イ　セ（伊達　2）95歳 〃　6 村山丑太郎（野　　　中）95歳

近藤タ　ツ（本町　3）94歳 〃　7 阿部力子（五軒新田）94歳
高橋ユ子（宮下町東）94歳 〃　8 宮澤　トラ（伊達　1）94歳
上村輿作（南　　雲）94歳 〃　9 大渕ナ　ツ（上新田2）94歳
春日輿作（樽　　沢）94歳 〃10 関　ロ　ト　シ（昭和町4）94歳
山　田　ソ　メ（二　　　子）94歳 〃11 数藤コ　メ（小泉　3）94歳
高橋峰平（本町1下）94歳 〃12 上村鹿蔵（土市　1）93歳
宮澤ハル（伊達　2）93歳 〃13 保坂　ク　ニ（細　　　尾）93歳

橋本モ　ト（新　　水）93歳 〃14 玉村　トク（川治中町）93歳

宮澤三子（小黒沢）93歳 〃15 阿部栄作（川　原町）93歳
徳永マサ（幸　　　町）93歳 〃16 関　口　あ　き（駅　通　り）92歳

金井虎之助（水沢　3）92歳 〃17 丸山　イ　サ（稲　　　葉）92歳

中町周衛（為　　永）92歳 〃18 西川義三郎（四日町3）92歳
桑原市太郎（南新田町3）92歳 〃19 上村ノ　フ（太田島2）92歳
大島サ　ク（本町6－1）92歳 〃20 関野　イ　ク（神　明　町）92歳

長谷川シウ（水　　　口）92歳 〃21 風間ハルノ（長　　　里）92歳
村山　ケ　サ（稲荷町3本通の92歳 〃22 樋熊　ソ　ウ（新座　4）92歳

橋本セ　イ（新　　水）92歳 〃23 村竹政治郎（本町6－2）92歳
大熊キ　ク（栄　　町）91歳 〃24 関　ロ　ミ　ユ（高田町1）91歳

柳　　　シマ（大黒沢2）91歳 〃25 福原正壽（上　　原）91歳
江村　ミ子（中　　手）91歳 〃26 市村　ミ　カ（伊達　3）91歳
遠田サクジ（川治下町3）91歳 〃27 高橋キ　ワ（城之古1）91歳
村山　イ　マ（山本町2）91歳 〃28 金澤モ　ト（太田島2）91歳
小林民治（幸　　町）91歳 〃29 大熊虎市（七　軒町）91歳
佐野ハナ（美雪町1・2）91歳 〃30 保坂伊勢吉（姿　　　1）91歳

中林民五郎（学校町1）91歳 〃31 小宮山サキ（中条八幡）91歳
春日角三郎（樽　　　沢）91歳 〃32 佐藤ソメノ（　峠　　）91歳
風間　ト　キ（長　　　里）91歳 〃33 池田　セ　イ（猿　　　倉）90歳

中町　シ　ゲ（仙　之　山）90歳 〃34 樋ロ　サ　ク（中　　町）90歳
池田　キ　ヨ（猿　　　倉）90歳 〃35 岩田栄太郎（新　　水）90歳
金澤　ツ　ネ（太田島1）90歳 〃36 中町統策（為　　　永）90歳
山上と　く（田川町3）90歳 〃37 越村龍平（新座　3）90歳
綱　　才吉（上新田3）90歳 〃38 福原　トマ（川　原　町）90歳

大熊忠平（尾　　崎）90歳 〃39 熊木キ　イ（大　　　石）90歳

宮澤運平（小黒沢）90歳 〃40 山口源之助（幸　　町）90歳
重野マ　ツ（稲荷町3東）90歳 〃41 庭野伊松（小　　貫）90歳
水落　ト　ワ（上新田4）90歳 〃42 春川　キ　ミ（上原新町）90歳
春　日　イ　セ（高　山　3）90歳 〃43 西川　サ　ク（四日町3）90歳
山本　ト　モ（高　島　2）90歳 〃44 曽根キ　ヨ（幸　　　町）90歳

水落庄吉（願　　　入）90歳 〃45 星名　タ　キ（中条旭町）90歳

福原キ　ト（幸　　町）90歳 〃46 佐藤アサノ（当　　間）90歳

改正年金シリーズ2

　日召61．4．1カ・ら

庭
ロ
ハ

7
．

～

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も
強
制

加
入
と
な
り
ま
す
。

　
ご
主
人
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
、
し
な
い

か
は
自
由
で
し
た
。

　
し
か
し
「
婦
人
の
年
金
権
」
を
保

障
し
よ
う
と
い
う
意
味
か
ら
、
サ
ラ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

　
　
　
　
奥
さ
ん
の
年
金

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
あ
っ
て
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
す
べ

て
強
制
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

”
第
三
号
被
保
険
者
”
と
い
い
ま
す
。

◎
改
正
前
の
任
意
加
入
期
間
は
有
効

で
す
。

　
今
ま
で
任
意
加
入
し
て
き
た
期
間

は
、
新
し
い
国
民
年
金
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
任
意
加
入
の
期
間
が

全
く
な
く
改
正
後
初
め
て
加
入
す
る

奥
さ
ん
よ
り
も
、
多
い
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加
入
し
て
い

な
い
奥
さ
ん
は
、
今
す
ぐ
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

◎
保
険
料
の
納
入
は
不
要
、
で
も
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
保
険
料
は
、
ご
主
人
の
厚
生
年
金

制
度
か
ら
ま
と
め
て
納
入
さ
れ
る
た

め
、
奥
さ
ん
自
身
が
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
何
も
し
な
く

て
も
よ
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
年
金
を
正
確

に
受
け
と
る
た
め
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
，
せ
ん
。

　
な
お
、
届
け
出
に
つ
い
て
は
今
後

の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

田
部

吉
北

　
昭
和
五
十
八
年
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
た
吉
田
北
部
地
区
の
農
業
集
落

排
水
事
業
に
、
こ
の
た
び
着
手
（
八

月
二
十
日
起
工
式
）
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
農
林
省
の
補
助
金

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
農

村
地
域
に
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
環
境
を
改
善
し
定
住

化
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
認
可
さ
れ
て
い
る
計
画
概
要
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

囹
対
象
集
落
　
稲
葉
、
山
谷
、

　
　
　
　
　
小
泉
の
一
部

囹
事
業
費
　
七
億
三
〇
〇
〇
万
円

農
業
集
落
排
湘
調

鑑

着手した吉田山谷

囹
工
事
期
間
　
昭
和
五
十
九
年
度

　
　
　
　
　
　
　
～
六
十
年
度

圃
処
理
人
ロ
　
千
二
百
六
十
人

囹
管
路
延
長
　
八
○
○
○
肩

※
小
泉
の
対
象
外
地
域
、
樽
沢
に
つ

い
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
国
・
県
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
。

とお』厚創白」匿昭和60年9月10日7
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スポーツ健康都市宣言

　　　　　　　　　　　　　、藷ダ♂

曝騨瞠芋一

　●総合体育館（体育課）雲診」艶ゐ

　　　　　　　　　　　　学校町1　●市民体育館　　　盈57＿5208

楽しもうスボーツ・つくろう健康．

9月28日㊤は

体育施設無料開放日です。

　市民プール閉場しました

今年も市民プールをご利用いただきま

してありがとうございました。入場者数

は4万4，335人（昨年は4万2，696人）と

多くの市民の皆さんからご利用いただき

ました。

　また、忘れ物もたくさんありましたが

9月17日まで総合体育館に保管しておき

ます。心当りの人はおいでください。

〆ツ謎
霧悉’ツ捗

　　　　　　才

⑩月舶鯖の日ili

．詳細は市報9月25日号

でお知らせします。

種』．　．羅 萎撫繋象
駅伝競　走　大 会 地域・職域・学生・女子

野 学　　童　　大 △
質 小　　　　学 生

球 チャンピオン大会 60年度公式大会優勝チーム

バスケットボール大会 一　　般　　男 女

軟式庭球　大　会 一般男女　・ 婦人

テ ニ　ス　大 △
五 一　　般　　男 女

卓 球　　大．、 △
π 中学生・高校生・一般

市民体操競技大会 中学生・高校生、・一般

バドミントン大会 ファミリー・ジュニア・婦人

偶パパ・ママバレーボール大会 市内在住・在勤の既婚男女

柔道選手権大会 小学生・中学生・高校生・一般

少年剣　道　大　会 小学生　・中学生

相撲小学生新人大会 小　　　　学 生

空手道選手権大会 小学生・中学生・高校生

サ　イ　ク　リ　ン グ 小学生・中学生・高校生・一般

　第11回ゲートボール大会

o期　日　10月23日体）雨天順延24日（木）

○時　問　受け付け　午前9時

　　　　開　　会　午前9時20分
o会　場　西小学校グラウンド（予定）

O参加費　1チーム：2，000円

O申し込み締め切り　10月16日㈹

o申し込み・問い合わせ

　市ゲートボール連盟事務局（市社会

　福祉事務所内　盈57－3111⑧134）

　※申込書は各地区公民館にあります。

、
幕騰繭

●

　

　　　　　　　　　　　　　　　　十日町体力つくりスイミングスクール

　　　　施設概要
◆所在地　十日町市大字馬場丙1500－10

◆構　造　鉄骨造2階建

◆延床面積　843．54m2

　〈1階＞　　185．04m2

　　プール、事務室、採暖室、シャワ

　　ー室、ロッカー室、便所
　＜2階＞臼　185．04m2

　　パブリッタスペース、便所

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

O
元
気
な
泳
ぎ
が
見
れ
ま
す

が、市民の大きな期待を担っていよいよ

オープンしました。このスクールは、働

体力つくり指導協会が十日町市の要望に

こたえたもので、文字どおり市民の体力

増強を目指したものです。

　小半年も雪に埋もれる当市では冬の間、

スポーツを楽しむ機会が極端に少なくな

ります。ぜひご家族で、体力づくりと健

康増進にいかがでしょう。

0ロッカー室室内は落着いた色調

　～国際交流・文化スポーッ基金～

スポーツ派遣費助成申請を

　市では、スポー一ツ派遣選手に対して派

遣費用の助成事業を実施しています。該

当者（団体・個人）は、申請書を提出し

てください。

提出先　市教育委員会、総合体育館

提出期日　随時（出場決定後すみやかに）

該当範囲　北信越大会規模以上に出場

添付書類

　　o補助金交付申請書（指定用紙）

　　○補助金請求書（指定用紙）

　　○大会要項・プログラム・大会成績

市民体力テスト

　コンピュータによるデータ診断

●日時9月28日（土）午後1時～8時

●会　場　総合体育館

●診断料　50円（データ用紙代）

※運動のできる服装でおいでください。

　　　　新潟県青年大会（成績）

　　8月24・25日　白根市

〈陸　上〉

三種競技　1位　福崎勝幸（市役所）

5，000M4位　西畔武昭（ボンオーハシ）

〈バドミントン〉

団体3位十日町市
※福崎勝幸選手が全国青年大会（11月・

　東京開催）に出場します。

　　　　新潟県スポーツ少年団

　　　　総合体育大会　（成績）

　　8月25日　長岡市
〈空　手〉

団体型の部　3位　十日町A

小学生型の部　3位　田中博央（十小）

〈柔道〉

団体5・6年生の部　3位　十日町

8



綱騨醐噸ト　撫

　
青
少
年
ホ
ー
ム
誕
生
以
来
の
長
い

伝
統
を
誇
る
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
。
デ
ュ

エ
ッ
ト
ニ
組
と
ソ
ロ
一
人
の
計
五
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
む
さ
く
る
し
い
男
ば
か
り
で
す
が
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
制
作
や
、
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
向
上
と
仲
間
づ
く
り
を
目
標

に
、
毎
週
水
曜
日
の
練
習
と
年
三
・

四
回
の
、
・
、
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
。

ま
た
、
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
・
オ
ー
デ

ギタークラブ

部長大島勝巳

イ
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
歌
唱
力
は
抜
群
。
青
少
年
ホ
ー
ム

恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
必
ず
入

賞
者
を
、
今
年
は
最
高
の
カ
ラ
オ
ケ

大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

の
雪
ま
つ
り
の
雪
上
舞
台
で
行
わ
れ

た
B
S
N
ラ
ジ
オ
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
も
堂
々
第
二
位
に
。

　
将
来
は
、
ポ
プ
コ
ン
な
ど
に
も
応

募
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
面
の
目
標
は
「
レ
コ
ー
ド
を
出

せ
た
ら
…
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
中
心
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
ど
ん
ど
ん
発
表
…
」

夢
多
き
わ
が
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
”
夢
”
を
さ
が
し
て
い
る
皆
さ
ん

ご
一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。
女
性
ボ

ー
カ
リ
ス
ト
、
プ
レ
イ
ヤ
i
大
歓
迎

し
ま
す
。

く

Nα2

青少年ホームカラオケ大会では人気者

②
㊥
㊥
①
の

塩之又森林公園

秋の味覚まつり

10月13日午前10時～午後3時
（送迎バス運行．雨天中止）　　訓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群

塩之又森林公園では、嗣となった　　　　触窟

「秋の味覚まつり」を多彩な行事をもり込んで10月13日に行います。

＊森林浴オリエンテーリング＊

　
　
格

時
場
資
ス

　
　
加
一

日
会
参
コ

◎
◎
◎
◎

◎参加費

◎　賞

◎申し込み

10月13日　午後1時～3時

塩之又森林公園　※午後1時までに休養広場へ集合

　年齢・性別を問わず、1組2人以上。

森林公園全体をコースとして、10ヵ所程度のポイントを

設定。

1人：300円（当日、会場で納入）

第1位塩之又温泉一泊無料招待

第2位　塩之又スキー場リフトー日無料券

第3位　塩之又森林公園一日無料券

　ほか、もれなく参加賞があります。

　10月9日までに、市・農林課耕地林務係（暦57－3111

　㊥334・335）へ。（当日の申し込みも可）

　　　　＊その他の楽しい行事＊
＊国際森林年記念・親子花木植栽（無料です）　＊緑化苗木市

＊秋の味覚市（けんちん汁、焼とり、コシヒカリおにぎり、田麦そ

　ば、しいたけ酒　など）　＊飛び入りカラオケ・民謡

＊お楽しみ市（ワタアメ、風船、金魚　など）

＊無料トリム体験（トリムコースは当日は無料です）

・雛鮮曝離

ジャズダンス教室

間
問
場
象

期
時
会
対

◆
◆
◆
◆
◆受講料

◆用意するもの

　・シューズ（軽く底のうすいもの）

◆指導者　大口悦子先生（津南町体指員）

◆申し込み　9月25日までに青少年ホー

　ム（盈57－8918）へ。

9月30日～12月16日（10回）

毎週月曜日　午後7時～9時

青少年ホーム

18歳以上29歳以下の男女

無料　◆定員30人
　　　・動きやすい服装

博物館特別展く第2弾＞

全日本写真展

　全日本写真連盟の全国コンクール入賞

作品約100点を展示する全国レベルの写

真展です。

◆期　日　10月3日（木）～6日（日）

◆時　間　午前9時～午後4時30分

　　　　　　　（6日は午後4時まで）

◆会　場　市博物館

◆入場料無　料

9

スイミングスクール

竣工にあたり

側）体力つくり指導協会

　　理事長笹原正三

　十日町市および㈲日．本宝くじ協会のご

支援により、室内温水プール施設が9月

9日に竣工し「十日町体力つくりスイミ

ングスクール」としてスタートしました。

　さて当協会は、設立以来13年間にわた

り、全国各地で活動を展開し体力と健康

づくりのお手伝いをしてまいりました。

　水泳は、水に入っているだけで運動効

果があり、あらゆる人たちが参加するこ

とができるたいへん有意義なスポーツで

す。当協会では、雪に閉ざされ屋外での

活動が思うようにできない地域にこそ設

立すべきである……という考え方に立ち、

57年10月山形県村山市に第1号店を開設

しました。そしてこのたび、十日町市に

も開設する運びとなりました。

　スポーツ健康都市づくひ）を目指す十日

町市の克雪対策に、また地域の振興、皆

さんの体力・健康づくりに少しでもお役

に立つよう努力してまいります。一人で

も多くの皆さんのご利用をスタッフー同

心よりお待ちしております。

とrお』プ夢お昭和60年9月10日

0フール（学校標準公認プール

　　　　　　25m×5コース）

o採

暖
　
室

い
い
汗
か
い
て
気
分
も
ス
ッ
キ
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9月餐通安全患熱ンペーン

～お年寄りを交通事故から

　　　守りましょう～

●9月15日は、敬老交通安全の日

秋の全国交通安全運動
　　　9／21（土）～9／30（月）

●スローガン

　　あせらずに　ゆずるやさしさ

　　　　　　　　　そ寺つゆとり

1．シートベルトの正しい着用の徹底

2．若年運転者の交通事故防止

3．歩行者と自転車利用者の事故防止

れ
ま
し
た
。

ベ
ル
ト
が
、
義
務
づ
け
ら

9
月
1
日
か
ら
、
シ
ー
ト

8月中の交通事故状況　　（　）は59年

市瞬村名 発生件数 傷者数 死者数
十日町市 7（12）件 7（13）入 0（0）べ

川　西　町 5（2） 9（2） 0（O）

津南町 4（4） 7（6） 0（0）

中里村 1（2） 2（2） 0（0）

小　　　計 17（20） 25（23） 0（O）

累　　計 72（100） 88（ま3／ 蝦欝

税のいるいる
　私たちの身の回りには、さまざまな公

共施設や公共サービスがあります。道路、

学校、上下水道、消防などその全てが私

たちの生活と深く結びついています。

　このような施設やサービスは欠くこと

のできないもので、これに要する費用が

「税金」です。

　税金は、私たちの生活をより良いもの

にするための、いわば会費であるともい

えます。この会費（税金）を納めること

が、社会の一員である私たちの義務でも

あります。

◎9月は固定資産税第3期分と国民健康

　登記関孫離数料の
　納轡労法が変わりました

　登記簿などの謄抄本交付、閲覧、証明

の手数料は、7月1日から「登記印紙」

によって納めることになりました。この

印紙は、郵便局で販売しています。

　また、手数料も同時に改定されました。

◆登記簿謄抄本……1通400円（1通が

10枚以上のものは、超える枚数5枚ごと

に100円加算）　◆登記簿の閲覧、印鑑

証明書、登記事項に関する証明……1件

200円
※詳細は、新潟地方法務局十日町出張所

　（智57－2575）へ。

〈1〉

保険料第3期分の納付月です。月末まで

に忘れずに納付してください。

◎家屋評価調査のお願い

　この調査は　　　　　　亀“04ノ

昭和60年1月　　　　　い　縦．裾，ノ，

遙1騰龍●塾．3、穫i

について、建　　　　’一回

築内容を調べ　　（／
るものです。

　できるだけ、その内容がわかる人の立

会いをお願いします。

時
場
容

日
会
内

◎
◎
◎

9月28日仕）午後1時30分～

クロズ10　2階展示ホール

（1）講演　講師…魚沼学園・魚沼

　更正園長　大沢澄男先生

（2）映画　　「裸の大将放浪記」

（3）バザー（1階グランドホール）

　…「魚沼学園」、「なかまの

　家」で栽培した農作物・作品

　の展示および即売。社会福祉

　団体によるバザー。

⑳⑳《》⑳昭和61年度新規大卒者対象◎禦竿1，、胡欝彗驚寳

内
容

　
　
学
歴

事　業　所　名 所　　在　　地
事　業　内　容

生　産　品　目
求人数

求　人　職　種　（）内求人数

男 女

大
　
　
　
　
　
　
学

十日町システム＆インフォメーション 十日町市南新田町1
コ　ン　ピ　ュ　ー　タ

ソフトウェア開発 3 プログラマー（3〉

㈱宇都宮製作所十日町工場 十日町市稲荷町2 金属加工機械製造 4
機械才支師（1）
電気手支自而（1）
事　　冒務　　員　（1）
営業員（東京勤務）（1）

十日町市農業協同組合 十日町市高田町6 信用共済・購売・営農 2
事務または現業員（2）

（英検2級以上）

㈱　　新　　川　　屋 十日町市高田町6 食品製造加工
酒　　類　　卸　　売 1

営　業　員（1）
（群馬県勤務）

㈲大沢電子十日町工場 十日町市学校町1 VTR音声磁気
ヘ　ッ　ド　製　造 3 電気枝師（3）

㈲宮崎研究所新潟工場 十日町市吉田山谷 海苔加工機械製造 2 機械設計技師（2）

短
　
　
　
大

十日町システム＆インフォメーション 十日町市南新田町1
コ　ン　ピ　ュ　ー　タ

ソフトウェア開発 2
プログラマー（2〉

（専修学校可）

㈱　　　　田　　　　倉 十日町市本町2 衣料品総合小売業 2
販売員および罷者（2）

㈲大沢電子十日町工場 十日町市学校町1
V　T　R音声磁気
ヘ　ッ　ド　製　造 1 品質管理者（1〉

高
　
　
　
専

十日町システム＆インフォメーション 十日町市南新田町1
コ　ン　ピ　ュ　ー　タ

ソフトウェア開発 2
プログラマー（2〉
（専修学校可）

㈱宇都宮製作所十日町工場 十日町市稲荷町2 金属加工機械製造 2
電気技師（1）
機械技師（1）

㈲大沢電子十日町工場 十日町市学校町1 VTR音声磁気
ヘ　ッ　ド　製　造 2 電気技師（2）
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農業者年金定例相談会
　農業者年金相談会を開催します。農業

者年金の加入者、受給者は、個々に相談

に応じますので、お気軽においでくださ

い○

●日　時　9月17日（火）

　　　　午前10時30分～午後3時

●会場　十日町市農協福祉会館

●相談員　農業会議、農協中央会の相談

　　　　員
※相談を希望される人は、9月14日（土）ま

　でに市・農業委員会（盈57－3111㊥

　120、121）へ連絡してください。

生涯学習の

NHK学園

通信講座受講生募集
1〉講座　書道、硬筆、楽しい母と子の書

　　き方、簿記、俳句、短歌、古典、美

　　しい日本語、文章、絵画、囲碁、英

　語、数学、国語、ファミリー写真、

　　ビデオカメラの16講座50コース。

1〉受講資格　どなたでも受講できます。

1〉受付期問　10月10日まで。

※詳しい案内書をご希望の人は、ハガキ

に講座名、氏名、住所、電話番号を書い

て請求してください。案内書は無料です。

〒186東京都国立市富士見台2－36

　　　NHK学園CT係
　智0425－72－3151

懸朗瀟売構摺囑纏
◎日時　9月14日（土）、10月12日（土）

　　　いずれも、午後1時30分から

◎会場　十日町市公民館

◎講師　小西慧道先生（元N　S　Tアナウ

　　　　ンサー、長岡市朗読サークル指

　　　導者）

◎問い合わせ先　十日町市社会福祉協議

　　　会（費57－3111㊥134）

昭和61年歌会始
お題は『水』

幽詠進要領　自作の歌で1人1首とし、

　　未発表の歌に限る。半紙に毛筆で自

　　書すること。

囹詠進期間　9月1日～10月11日

囹郵便のあて先　　「〒100東京都千代田

　　区千代田1番1号宮内庁」とし、

　　封筒に「詠進歌」と書き添えること。

囹問い合わせ先　宮内庁式部職へ、返信

　　用切手を貼った封筒を同封して、9

　　月30日までに。

住民検診（胸部レントゲン間接撮影・循環器健診）日程

翻　鐵． 縫懸懸．．簿』『． 嚢
、 『　講 懸　象　地『匿

㈱鰯麟
．午前10時　　～11時30分 吉田就業改善センター 吉田地区未受診者

午後1時　　～2時 馬場小学校 馬場（全）・水沢（全）地区　未受診者

午後2時15分～3時15分 水沢中学校 水沢地区未受診者（上記以外）

霧謙灘蝦

午前9時15分～10時45分 江道猿倉集落センター 江道・猿倉

午前11時　　～11時30分 津池冬期分校 津　池

午ぞ麦！日寺　　　～1日寺20分 大池市民施設 菅沼・大池

午後1時40分～2時30分 赤倉集会場 赤　倉

懸・顯鰻㈱

午前9時30分～11時30分
羽　根　川　荘

山谷・麻畑・田麦・ニツ屋

午後1時　　～1時50分 中　村

午後2時10分～2時30分 塩　ノ　又　山荘 塩ノ又

午後2時50分～3時20分 船坂公民館 船　坂

籔辮翻鐡
午後9時30分～11時30分 八箇集落開発センター 笹之沢・落之水・池之平・孕石・長里・椌木

午後1時　　～2時 関浅集落センター 関根（全）・浅之平

鱗欝醐㈱
午前10時　　～11時30分 市之沢作業所 市之沢

午後1時　　～3時 中条公民館 太子堂・塚田・中条八幡・中町

※個人通知書を忘れずに会場に持参して

　ください。

※35歳以上の人（4月1日現在）は、検

　尿・血圧測定の後にレントゲン間接撮

　影を受けてください。

※循環器健診（検尿・血圧測定）の受診

　者は、100円ご持参ください。ただし、

　老人保健法医療受給者、生活保護世帯、

　住民税非課税世帯の人は無料です。

※該当日に都合の悪い人、個人通知のい

　かない人で、会社などで健康診断を受

　けない人は、都合のつく会場で受診し

　てください。

神経蒸簿蝉鮮腫検査を行います
　　　　　　　新潟県では10月1日から、生後6ヵ月から7ヵ月の乳児の希

　　’黙羅
。欄尋．

　　亜　　　’
雛

　　　ワ舗離9（ン

望者に、無料でおしっこによる検査を行います。この検査は、

神経芽細胞腫というお腹の中にできる小児がんを早期に発見す

るためのものです。

　市では、4ヵ月児健康診査時に検査セットを配布します。生

まれて初めて受ける略がん検診、、として、ぜひ検査を受けまし

ょう。

　詳細は、市・保健衛生課（57－3111㊥503）へ。

紛
搬

　
負

⑱
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益

⑭
受

　
道

趣
林

第2期分納期

9／17（月）～9／30（月）

◆9月19日㈲　午前8時～正午　馬場1・

2・3・4、水沢1・2・3の全部
午後1時30分～4時30分　珠川1・2・

3・4の全部　◆9月25日㈱　午前8時
～正午　高田町3西、千代田町、稲荷町

3南、稲荷町4の各一部　午後1時30分

～4時30分　高田町3南、春日町1・2・

3、錦町1・2、美雪町！・2・3、桜

木町の各一部

　　寄イ寸・凌蓑難・カすと　う

　　　〈7月26日～8月25日〉
社会福祉事業ヘ　レ十日町軽スポーツタ

ラブ2，500円　1〉川治老人クラブ3，600

円　レ水沢商工会青年部・婦人部　1万

915円　》母子福祉会いつ美会3，000円

》岡村建治1，000円　》視覚障害者部会

（代表　秋山和四郎）1，000円　》消費

者協会　衣類・スキー一式　》川原町有

志5，000円（廃品回収収益金）

なかさわ作業所へ　〉下条婦人会　衣類

52点　っっじ工房へ　笑女会　1万円

香典返し　〉福原弘師（宮下町西）　3

万円　》村山春雄（山本町3）　5万円

1〉匿名　1万円

身障者福祉センター基金　〉西野忠次

2，000円　〉春川（新座）3，000円

交通遺児等援助基金　》関口潔（加賀糸

屋町）　2万2，270円（廃品回収分）
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　遊園地のジエツトコースター

に乗りました。とても楽しかっ

たです。紙を細かく切ってはる

のに5時間もかかりました。富井正人くん鈴木祐子さん
（馬場小4年〉・　（馬場小4年）

お
田
さ
ん
た
ち
と
小
千
谷
ま
つ
り
に
行
き
ま

し
た
。
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
金
と
銀
の
キ
ラ
キ
ラ
を

は
る
の
が
た
い
へ
ん
。
で
も
よ
く
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「

＋
日
町
体
力
つ
く
り
9

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
指
導
員
　
　
一

江
口
洋
子
さ
ん
（
37
歳
）

今
月
九
日
に
竣
工
。
十
五
日
い
よ
い

よ
開
校
す
る
「
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
導
員
。

　
「
娘
の
付
添
い
で
行
っ
て
い
る
う
ち

に
、
一
緒
に
水
に
入
っ
て
い
た
方
が
楽

し
い
で
す
し
、
家
で
の
明
る
い
話
題
に

も
な
り
ま
す
の
で
初
め
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
こ
ん
な
楽
し
む
泳
ぎ
が
次
第
に

欲
が
出
て
き
、
六
日
町
の
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
に
通
う
な
ど
本
格
的
に
。
メ

キ
メ
キ
上
達
、
そ
し
て
昨
年
、
指
導
員

試
験
に
挑
戦
し
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
で
は
、
A
・
B
・
C
コ
ー

ス
、
三
歳
か
ら
十
二
歳
の
子
供
た
ち
の
，

担
当
。
「
子
供
の
気
持
に
な
る
こ
と
。
初
．

め
て
水
に
入
る
子
と
は
根
気
く
ら
べ
。

泳
げ
る
子
に
は
目
標
を
も
た
せ
る
こ
と
㎜

が
大
切
で
す
」
と
、
指
導
法
の
ポ
イ
ン
㎜

ト
を
。

　
「
私
自
身
、
ま
だ
新
前
の
指
導
員
で
㎜

す
の
で
勉
強
す
る
こ
と
が
一
杯
で
す
。
　
．
㎜

こ
の
恵
ま
れ
た
機
会
を
生
か
さ
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
心
は
す
で
に
水

の
中
の
江
口
さ
ん
で
す
。

自
宅
は
大
黒
沢
2
、
ご
主
人
と
二
人
．

の
娘
さ
ん
の
四
人
の
水
泳
家
族
で
す
。
　
’

’
　
き
畿
魏
㎜
鰻
饗
轟
霧

学校の残黒
　しy＋為マン～

細
、 ／裟残
礁・し尾
徽懸、、＜惨

昼
・
履
毛

∠
坐
来
ブ

奪
当
亀

　
㌃

茨

含
眠
え
蘇
い

該秒¢《
）
、

イ
守
フ
て
る

　　人口のうごき

■人　ロ　48，345人（＋58）

　　　男　23，787人（＋29）

　　　女24，558人（＋29）

■世帯数　12，370　（＋3）

〈8月31日現在・住民基本台帳＞

高卒者の定着化を図るには

「進出企業懇談会」開催

　9月5日クロス10で、進出企業、中魚沼

郡内4高校、職業安定所ほか関係機関を交

えての進出企業懇談会が開かれ、高校卒業

生の黛地元定着化、、についての話し合いが

行われました。

　学校と企業間の情報交換の必要性、家庭

への企業内容のP　R、また技術系の専門学

科の設置など、今後の方向性をさぐるため

の多くの問題点の発表や提案がなされまし

た。

一　　　ヲ　　舟、三　　　■Nα9■
　　　　　　る
　　　　　　　　　　　　　　りゅう
　　　　　　　　　　樋ロ　竜（1b．齊）

　　　　　　　樋口明弘・こずえさん（土市2）長男

　僕はりゅう。夢をもった子，だれからも忘れ

られない子にとおとうちゃんがつけたんだ。ひ

ょうきんで元気一杯だから，足と腕の関節をは

ずしちゃった。とっても痛かった。でもそんな

のにもめげず大好きなおねえちゃんと遊び回っ

ているよ。　「明るく＼のびのびな子になって」

ておかあちゃんは言ってるんだ。

編
集
室
か
ら
．
麟
、

◎
異
常
に
暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
夏

バ
テ
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
す
が
す
が
し
い
季
節
β

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
　
“
ス
ポ

ー
ツ
健
康
都
市
・
十
日
町
”
　
　
思
い

き
り
体
を
動
か
し
、
体
力
づ
く
り
・
健

お
か
あ
ち
ゃ
ん
も
ひ
ょ
う
き
ん
だ
よ

康
増
強
に
が
ん
ば
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
「
あ
な
た
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め

て
い
ま
す
か
」

九
月
一
日
か
ら
着
用
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。
交
通
事
故
死
亡

者
の
約
半
数
の
人
は
、
締
め
て
い
れ
ば

助
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
体
、
　
「
面
倒
だ
、
き
ゅ
う
く
つ

だ
」
な
ん
て
言
わ
ず
、
サ
ァ
i
実
行
。

12


